
令和８年９月定例会　議案等に対する賛否について
※表中の見方：「○」＝賛成　「×」＝反対

※議長は表決に加わらないため、「／」としています。
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議案第１５６号 令和８年度富山市一般会計補正予算（第３号） 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × ○

【市長提出議案①】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（５人）

公明党
（４人）

立憲民主党
（３人）

会派 
誠政

（２人）

政策・維新
32

（２人）

日本
共産党
（1人）

太政
（1人）

政風会
（1人）

気魄
（1人）

未来を
つくる
（1人）

みどり
（1人）

参政党
議員会
（1人）

（議案第１５６
号、議案第１７
４号、議案第１
７５号、議案第
１８３号を一括
して討論）

（反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
　来年１０月からの家庭ごみ有料化のための指定収集袋製造
業務委託は、約１億８千万円で名古屋市の大手企業が落札し
た。原材料の一部にサトウキビ由来のバイオマスプラスチッ
クを使うというが、費用は１０％から１５％割高となる。
　しかも、袋は海外の工場で製造し輸入するということで、
化石燃料をたいて海外から運び、市民に高い金額で買わせ
て、最後は燃やす、エコ効果は帳消しである。指定ごみ袋は
４５リットル袋が１枚４５円、年間約６億６千万円、標準世
帯で３，５００円程度の負担増となり、新たな増税ではない
のか。
　今年４月から水道料金が値上げされ、標準世帯で年約１万
円の負担増となっており、今年１０月からは電気料金が上が
る。家庭ごみは市民の努力で減っている。有料化ではなく、
もっと分別、資源化によるごみ減量を訴えるべき。家計をま
すます圧迫する家庭ごみ有料化は撤回を求める。
　（仮称）とやまくすりミュージアムの整備・運営を令和２
０年まで、整備・運営事業受託コンソーシアム（（株）北日
本新聞社、（株）博報堂、北電技術コンサルタント（株）ほ
か）と２３．８億円で契約するものだが、ＰＦＩ方式での整
備・運営、基本設計業務委託料１，４８５万円に反対する。
市民、くすりの富山を築いてきた人々、関係者による意見や
アイデアの反映、事業契約終了後はどうなるのかも不明であ
る。（株）博報堂といえば、総務省の委託事業として施設整
備に約５千万円をかけ、２０１６年に国際会議場１階に鳴り
物入りでオープンしたコンパクトデリトヤマは、僅か１年ほ
どでお手軽ランチの販売に変わり、いつの間にかなくなっ
た。
　市民の誇りである富山のくすりミュージアムはＰＦＩでは
なく、市民に依拠して整備し、市が公共としての責任を持っ
て運営すべきである。市の体育館であるにもかかわらず、市
が運営をやめて民間企業に運営権を設定すれば、今後は維持
管理に係る市の負担額も運営事業者側の提案となり、設計改
修や１３年間の維持管理・運営というサービス対価や利用料
金収入等の内訳も非公表、利用料金は市も議会も決められな
くなりチェック機能が働かない。現に、大幅値上げに市民の
苦情が寄せられ、今後再値上げがないという保証もない。第
１アリーナ観覧席にスイートルームを８室造り、外の通路は
ＶＩＰ専用とされランニングコースとして周回できなくな
り、よく伴奏者と走っていた視覚障がいのあるランニング愛
好家の方からは、第２アリーナのランニングコースでは狭く
て怖くて走れないと聞く。一体誰のための体育館になるの
か。公共施設でＰＦＩのＲコンセッション、運営権の設定は
全国初だが、決して市民のためにはならない前例となる。
　まちなかアリーナ運営事業者の構成企業である富山グラウ
ジーズと連携して市が主催する、ランニングコミュニティに
よる出会い推進事業の予算は３５０万円。そのうち、国の地
域少子化対策重点交付金を２３３万円充て、出会いの創出に
も繋げるという。気軽に参加できるスポーツを通じた交流の
場の提供は結構だが、税金を使った官製婚活は、はじめから
結婚したくない人や結婚できない人、ＬＧＢＴＱなどの性的
マイノリティの人などを排除する前提となり、公共性に疑問
がある。
　一人一人の尊厳を守り、多様な生き方を応援できる自治体
を目指すとして、市長が官製婚活を行わない宣言をする自治
体もある。次期総合計画（案）にも施策の１番にいきなり、
結婚・出産・子育てとあり、こういう圧力が嫌で富山を離れ
たいという若者、女性も少なくないはずである。
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（賛成討論要旨／富山市議会自由民主党　飯山議員）
　くすり関連施設整備事業の計画に当たっては、これまで２
０年以上にわたり検討や協議が行われてきた。人口減少、少
子・超高齢社会が進む中においても、本市の主要産業である
くすり産業を通して私たちのシビックプライドを育むこと、
そして、創薬、研究、開発、人材育成、雇用などは、本市産
業の将来の発展に向けて重要かつ欠かせないものである。
　ＰＦＩ事業者が実施する基本設計業務に係る必要なサービ
ス対価の支払や選定された優先交渉権者との事業契約の締結
は、いずれもくすり関連施設整備事業を着実に進めていく上
で、重要かつ必要不可欠な業務である。
　また、薬都としての歴史を展示するだけでなく、子どもた
ちが将来、薬業や医学、薬学の分野に携わりたいという夢や
展望を描けるよう、バイオ医薬や先端技術、人材育成、企業
誘致の分野において産官学民が連携しながら本市の次なる成
長エンジンとして内外に示す拠点となり得るものであり、人
や企業、ならびに知の集積を通して、将来にわたる成長を支
える基盤となることを期待している。
　人口減少社会の中において、未来志向で取り組む観点こそ
必要であり、都市間競争力を高めることにもつながると考え
ており、国の交付金を活用しながら事業を計画的に進めるべ
きである。
　ＹＫＫ ＡＰ アリーナは、今回の改修により、「する」ス
ポーツと「みる」スポーツの共用型アリーナとして、Ｂプレ
ミアの試合や大規模イベントにも対応可能な多機能アリーナ
として生まれ変わる。こうしたアリーナ機能を十分に活用す
る上で、施設の所有権は富山市が有したまま、民間事業者の
ノウハウや創意工夫を最大限に活用し、自由度の高い運営を
委ねることにより、収益の最大化や多様で質の高いサービス
の提供に加え、まちの新たなにぎわい創出なども期待でき
る。
　また、そもそも、富山市総合体育館Ｒコンセッション事業
は、令和５年９月に制定した「富山市総合体育館等の公共施
設等運営権に係る実施方針に関する条例」に基づき、公共施
設等運営権を設定することを前提に、これまで施設の設計、
改修と維持管理、運営を一体的なものとして進められてきた
ものである。
　これらの理由から、本施設への運営権の設定については、
妥当である。
　次に、家庭ごみ有料化は、廃棄物の排出抑制や再生利用等
による資源循環の推進、将来世代の負担軽減等に大きく寄与
するものとして、本年６月定例会で、条例案及び補正予算
案、並びに本契約に係る債務負担行為の追加について、賛成
多数で可決し、承認されたものである。
　本契約に基づき製造する指定収集袋については、国のガイ
ドラインに基づき、「枯渇性資源の使用削減」や「温室効果
ガスの排出抑制」に効果が期待できるバイオマスプラスチッ
クを活用するとともに、中東情勢による製造コスト高騰の影
響を最小限に抑えるため、袋の素材や使用、入札時期などを
工夫され、コスト縮減を図ることで、価格高騰前の収支水準
をしっかりと確保されているところである。
　また、当該業務委託の入札には、基準を上回る１４者での
指名競争入札が実施され、うち半数は市内事業者も含まれて
おり、適正に行われているものと考える。

議案第１５７号 令和８年度富山市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１５８号
令和８年度富山市牛岳温泉スキー場事業特別会計補正予算
（第２号）

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１５９号 令和８年度富山市水道事業会計補正予算（第１号） 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６０号
富山市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定
の件

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６１号 富山市手数料条例の一部を改正する条例制定の件 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６２号 富山市保健所条例の一部を改正する条例制定の件 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６３号
富山市浄化槽保守点検業者の登録に関する条例の一部を改正
する条例制定の件

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【市長提出議案②】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（５人）

公明党
（４人）

立憲民主党
（３人）

会派 
誠政

（２人）

政策・維新
32

（２人）

日本
共産党
（1人）

太政
（1人）

政風会
（1人）

気魄
（1人）

未来を
つくる
（１
人）

みどり
（1人）

参政党
議員会
（１
人）

（議案第１５６
号、議案第１７
４号、議案第１
７５号、議案第
１８３号を一括
して討論）
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議案第１６４号
富山市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例制定の件

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６５号
富山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例制定の件

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６６号
富山市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例制定の件

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６７号
富山市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定
の件

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６８号
富山市幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定の
要件を定める条例の一部を改正する条例制定の件

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６９号
富山市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する
基準等を定める条例の一部を改正する条例制定の件

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１７０号 富山市公共交通活性化事業基金条例制定の件 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１７１号
富山市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の
件

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１７２号 工事請負契約締結の件（旧八人町小学校・幼稚園解体工事） 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１７３号
工事請負契約締結の件（熊野小学校長寿命化改良（その２）
工事）

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１７４号
特定事業契約締結の件（（仮称）とやまくすりミュージアム
整備・運営事業）

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × ○

（反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
※議案第１５６号の討論要旨に掲載

（賛成討論要旨／富山市議会自由民主党　飯山議員）
※議案第１５６号の討論要旨に掲載

（反対討論要旨／政策・維新３２　大島議員）
　令和７年１２月定例会の反対討論で、最後に手を挙げる事
業者は１者しかいないのがＰＦＩ事業の常である。そこに競
争原理が働くことは決してなく、不健全な契約であると申し
上げたが、図らずもそのとおりになった。
　ＡＩデジタルコンテンツ、プロジェクションマッピングと
スタートは華々しくても、中身は学芸員もいない。
　くすりミュージアムの中身が決まった後、今年８月１０日
に開かれた富山市文化財調査審議会において、くすり関連施
設や資料などの文化財を一体的に保存、継承する取組を始め
るという説明があったが、本来ならば、このくすりミュージ
アムが中心となるべきはずであった。新築計画から移転、賃
貸、規模縮小と全てが後手後手の対応である。学芸員のいな
いくすりミュージアムでは、富山が長きにわたって紡いでき
た薬の本当の価値や伝統を伝え続けることは極めて困難であ
る。民間のミュージアムならお手並み拝見と行きたいところ
だが、多額の税金投入である以上、特定事業契約締結は認め
るわけにはいかない。
　木を見て森を見ず、ましてや新しい薬の未来の姿をたとえ
どんなに美しく映像化しようとも、紙風船のようにやがては
しぼみ、消え行く定めである。

議案第１７５号 公共施設等運営権の設定の件（富山市まちなかアリーナ） 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

（反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
※議案第１５６号の討論要旨に掲載

（賛成討論要旨／富山市議会自由民主党　飯山議員）
※議案第１５６号の討論要旨に掲載

議案第１７６号 財産の無償貸付の件 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１７７号 財産の無償貸付の件 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１７８号 令和７年度富山市水道事業会計未処分利益剰余金の処分の件 9/30 継続審査

【市長提出議案③】

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（５人）

公明党
（４人）

立憲民主党
（３人）

会派 
誠政

（２人）

政策・維新
32

（２人）

日本
共産党
（1人）

太政
（1人）

政風会
（1人）

気魄
（1人）

未来を
つくる
（1人）

みどり
（1人）

参政党
議員会
（1人）
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議案第１７９号
令和７年度富山市工業用水道事業会計未処分利益剰余金の処
分の件

9/30 継続審査

議案第１８０号
令和７年度富山市公共下水道事業会計未処分利益剰余金の処
分の件

9/30 継続審査

議案第１８１号
令和７年度富山市農業集落排水事業会計未処分利益剰余金の
処分の件

9/30 継続審査

議案第１８２号 令和８年度富山市一般会計補正予算（第４号） 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１８３号 委託契約締結の件（富山市指定収集袋製造業務委託） 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

（反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
※議案第１５６号の討論要旨に掲載

（賛成討論要旨／富山市議会自由民主党　飯山議員）
※議案第１５６号の討論要旨に掲載

議案第１８４号 委託契約締結の件（小・中学校体育館空調整備業務委託） 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１８５号 富山市農業委員会の委員の任命に関し同意を求める件 9/30 同意 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１号 令和７年度富山市一般会計歳入歳出決算 9/30 継続審査

認定第２号 令和７年度富山市公債管理特別会計歳入歳出決算 9/30 継続審査

認定第３号 令和７年度富山市駐車場事業特別会計歳入歳出決算 9/30 継続審査

認定第４号
令和７年度富山市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計歳
入歳出決算

9/30 継続審査

認定第５号 令和７年度富山市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 9/30 継続審査

認定第６号 令和７年度富山市まちなか診療所事業特別会計歳入歳出決算 9/30 継続審査

認定第７号 令和７年度富山市介護保険事業特別会計歳入歳出決算 9/30 継続審査

認定第８号 令和７年度富山市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 9/30 継続審査

認定第９号 令和７年度富山市企業団地造成事業特別会計歳入歳出決算 9/30 継続審査

認定第１０号
令和７年度富山市牛岳温泉健康センター事業特別会計歳入歳
出決算

9/30 継続審査

認定第１１号
令和７年度富山市牛岳温泉スキー場事業特別会計歳入歳出決
算

9/30 継続審査

認定第１２号 令和７年度富山市競輪事業特別会計歳入歳出決算 9/30 継続審査

認定第１３号
令和７年度富山市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決
算

9/30 継続審査

認定第１４号 令和７年度富山市軌道整備事業特別会計歳入歳出決算 9/30 継続審査

認定第１５号 令和７年度富山市賃貸住宅・店舗事業特別会計歳入歳出決算 9/30 継続審査

認定第１６号 令和７年度富山市水道事業会計決算 9/30 継続審査

認定第１７号 令和７年度富山市工業用水道事業会計決算 9/30 継続審査

【市長提出議案④】

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（５人）

公明党
（４人）

立憲民主党
（３人）

会派 
誠政

（２人）

政策・維新
32

（２人）

日本
共産党
（1人）

太政
（1人）

政風会
（1人）

気魄
（1人）

未来を
つくる
（1人）

みどり
（1人）

参政党
議員会
（1人）
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認定第１８号 令和７年度富山市公共下水道事業会計決算 9/30 継続審査

認定第１９号 令和７年度富山市病院事業会計決算 9/30 継続審査

認定第２０号 令和７年度富山市農業集落排水事業会計決算 9/30 継続審査
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議員提出議案
第１０号

飲食料品に係る消費税率の時限的な引き下げに対する意見書 9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第１１号

生産コストを反映した米価形成と農業者の経営安定を求める
意見書

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第１２号

「防災庁」発足を見据えた地方自治体との連携強化及び防災
体制の抜本的強化を求める意見書

9/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第１３号

働く者の声を尊重した労働時間法制の実現とＩＬＯ三者構成
原則の堅持を求める意見書

9/30 否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 ○ 〇 ○ ○ × × 〇 × × × × ○ ×

議員提出議案
第１４号

被選挙権年齢の引き下げ等、若い世代の政治参加の拡大を求
める意見書

9/30 否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 × × × × 〇 〇 × × × ○ ×

議員提出議案
第１５号

衆議院の比例代表選出議員の定数削減を強行しないよう求め
る意見書

9/30 否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 ○ 〇 ○ ○ × × 〇 × × × × ○ ○

【市長提出議案⑤】

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

予算決算委員会に付託の上、全会一致で「継続審査」を議決

【議員提出議案】

※表中の討論要旨については、各議員が発言内容を１案件あたり３５０字程度にまとめたものを掲載しています。(討論の掲載順は実際の発言順としています。）
※各発言の全文については、富山市議会のホームページ内にある「富山市議会インターネット中継」の９月３０日開催の本会議分、または、「本市議会の検索と閲覧」の「令和８年９月定例会」　（令和８年１１月下旬掲載予定）にて、ご確認ください。

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（５人）

公明党
（４人）

立憲民主党
（３人）

会派 
誠政

（２人）

政策・維新
32

（２人）

日本
共産党
（1人）

太政
（1人）

政風会
（1人）

気魄
（1人）

未来を
つくる
（1人）

みどり
（1人）

参政党
議員会
（1人）

議案番号 件　　　名 議決日 採決結果

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（５人）

公明党
（４人）

立憲民主党
（３人）

会派 
誠政

（２人）

政策・維新
32

（２人）

日本
共産党
（1人）

太政
（1人）

政風会
（1人）

気魄
（1人）

未来を
つくる
（1人）

みどり
（1人）

参政党
議員会
（1人）
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